
施設マネジメントの取り組み
（佐賀大学版ＩＲとの連携）

平成25年12月5日

国立大学法人 佐賀大学

ＩＲは目的ではなく手段である

◆ 情報提供機能：

○ 正しい現状認識
○ 正当な評価
○ 的確な戦略・戦術

◆ 影響機能：

○ 現場のモチベーション向上

★ 頑張っている人が評価され、
さらに頑張れる

★ やる気が出る、せざるを得
ない

ＩＲ Institutional Research
（機関調査）とは

大学運営(経営)のために計画策定、

政策決定、意思決定を支援するよう

な情報を提供すること

【データ提供】

地域・国際貢献活動状況分析

【支 援】

各種レポート（報告書）
作成等

【関連定期報告書等】

地域貢献度全国調査、留学
生調査等、国際研究交流状
況調査、環境報告書 等

【データ提供】

研究業績、外部資金獲得等
分析

【支 援】

研究業績データ集約管理、
知的財産管理状況作成 等

【関連定期報告書等】

PD雇用状況等調査、寄附
実績等調査、産学連携等
実施状況等調査 等

【データ提供】

経営分析、定数配置分析

【支 援】

年度計画ＡＰ、実績報告書、
財務レポート、職員定数管
理等

【関連定期報告書等】

実績報告書、財務諸表、給
与水準の公表、学校経費調
査、施設実態報告 等

【データ提供】

教育・学生情報分析

【支 援】

学生アンケート、レポート
作成 等

【関連定期報告書等】

学校基本調査、入試統計、
就職統計、内定状況 等

佐賀大学版ＩＲ 完成イメージ（概要）
～経営戦略に必要なＰＤＣＡ遂行のための支援体制～

☆データ収集・管理

☆シミュレーション機能

☆分析手法等の開発・研究
パネル調査、相関、クラスタ・因子分析、ベンチマーク 等

☆教職協働による人員配置

文書（データ）蓄積
※リンク(参照) or 取込

文書検索・収集

既存「事務システム」等
（統合認証、人事給与、学生総合情報の各システム 等）

依 頼
（データ分析・提供等）

情 報 提 供 ・
コンサルテーション
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●IR室(教育准教授※･室長･副
室長･IR係長･教務係長)

●発達障害(教授･教務課員)
●学士力養成(教授･教務課係長)
●ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ(教授･教務課副課長

･総合情報基盤ｾﾝﾀｰ長<IR>)
●ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ (教授)
●教務課員

ＩＲ室の体制（拡充メンバー（情報収集体制））と専門部会

学 長

Ｉ Ｒ 室 １７名

室 長 准教授

副室長 講 師 ｼｽﾃﾑ構築

分析手法等

人事・人件費等関連 ５名

人事課(４名)、医学部総務課(１名)

中期目標・計画、評価，大学ポート
レート関連 ７名

財務・施設関連 ７名

財務課(４名)、企画管理課(１名)、
医学部経営管理課 (２名)

教育関連 ９名

研究・社会貢献関連 ４名

研究協力課(３名)、国際課(１名)

教務課(４名)、学生生活課(１名)、
入試課(２名)、就職支援課(１名)、
医学部学生サービス課(１名)

情報基盤関連 ４名

調整・連携 １名 総務課（１名）

情報管理課(２名)、情報図書館課(１
名)、医学部医事課(１名)

兼)連携

工学系研究科

教 授

高等教育開発室
（工学系研究科）

教 授

地域連携部門長
（全学教育機構）

教 授

総合情報基盤ｾﾝﾀｰ

センター長

学 長 室

室長、教授、事務局長

IT(DB・
連携)

社会貢献
視 点

学術視点

教育視点

総務課
係 長

研究協力課
副 課 長

研究協力課
副 課 長

教務課
係 長

企画評価課
副 課 長

財務課
副 課 長

（ＩＲ－ＰＴ） （ＩＲ－事務ＰＴ）

ＩＲ主担当
係 長

【専従】

医学部経営管理課
副 課 長

教学部会 １４名

●IR室(学術教授※･研究協力課
副課長)

●研究協力課係長
●文化教育学部教授
●経済学部教授
●医学部准教授
●農学部教授

学術部会 ７名

●IR室(社会貢献教授※･研究
協力課副課長)

●研究協力課係長
●社会貢献(医学部准教授)
●国際貢献(国際交流推進セン

ター教授)
●産学地域連携機構(副機構長･

工学系研究科教授)

社会貢献部会 ７名

※は部会長

専門部会３部会
のべ２８名

H25. 10. 1現在

拡充メンバー(情報収集体制)３７名

室 員 １５名

ＩＲ室＋拡充メンバー
学長以下 総計５５人

（うち事務職員４６人）

左記＋専門部会
学長以下 総計６９人

（うち事務職員４８人）

企画評価課(5名)、医学部総務課(１名)、
総務(１名)

２

○セグメント（部局ごと）とし
ての会計が整理されていない

○部局の収支が不明

○何に使ったかは明確だが、
収入内訳の考え方があいまい
効果・成果の評価が無い

現 状

収入予算（財源）

支出予算

○○
学部

◇◇
学部

△△
ｾﾝﾀｰ

管理
部門

etc

活動 活動 活動 活動 活動

現
在
の
仕
組
み
の
中
で

投入したお金を何に使ったかはわかるが、効果が分からない

教育研究活動等による費用対効果（波及効果）は？
(お金に見合った活動か？更なる投入が必要か？)

判断できない？

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
・
・
・

現在の予算配分は適正か

経費節減、重点
配分の判断は適
正か

各科目の安定した財源確保や増収
策への対応ができているか

ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞは
機能している
のか

○どの財源を充てているのか？
○運営費交付金を含む収入の部局特定の考え方があいまい？
○どの業務活動から発生・獲得しているお金か？

よくわからない？

◆収入の詳細な内訳を明確化

◆自己収入と運営費交付金等
との考え方の整理とセグメ
ント化

◆セグメントごとの費用対効果

◆ベンチマークによる相対評価

◆経営資源の公正で効率的な配分

何をしようとした
かはわかる

何を獲得したかは
わかる

課 題

が必要

大学管理会計のイメージ
(H.22.9.9)
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国立大学法人 佐賀大学

アウトプット分析

施設関連ＩＲイメージ

文部科学省

提出

老朽度 耐震化率

部 局 当
占有面積

１人当
面 積

ベンチマーク

利用

施設マスタープランへの反映

施設整備費等
学内財源
ねん出

アクションプラン
施設整備の財源検討
学内合意

施設整備・営繕事業の実施
スペースの再配分

利用状況等
の不足情報

追加

アウトカム分析
～費用対効果・改善度合
・ユーザー満足度～

他大学

施設実態報告

○土地・建物保有面積

○建物別用途・面積

○経年進行

○ＩＳ値
等

アンケート
等の実施

分析
検証

ＩＲ(施設マネジメント)イメージ

国立大学法人佐賀大学ＭＩＳＳＩＯＮ

分析
検証

•学生数

•授業内容、授業時間

•自習時間、自習時間 等々

教学

•研究者数、研究内容

•外部資金獲得額

•設備機器 等々

学術

•外来者数、留学生数

•地域・国際貢献活動状況

•エネルギー状況 等々

社会貢献

•定数配置状況

•予算執行状況

•施設運営状況 等々

運営基盤

ｽﾍﾟｰｽ
情報
・面積
・使用者
・利用状況

コスト
情報
・新築費用
・改修費用
・保守費用

ｴﾈﾙｷﾞｰ
情報
・電力
・水道
・ガス
・機器設置

環
境
施
設
部

キャンパス
マスター
プラン（？）

•適切なスペース環境整備
（講義室、自習室 等々）教学

•適切なスペース環境整備
（研究室、実験室 等々）学術

•病院再整備

•美術館整備

•屋外環境整備 等々

社会貢献

•実績報告書

•財務諸表

•施設実態報告 等々

運営基盤

施設整備
財源確保

環境施設部
アクション
プラン
（施設整備）

概算要求
順位決定
指標

スペース
クオリティ
コスト

各マネジメ
ント指標

ステークホ
ルダ説明
責任資料

施設マネジメントは、環境施設部内で完結させるのではなく、常に大学経営改善と改革のツール

施設マネジメントのアウトカムは、｢教育｣｢研究｣｢社会貢献｣の最大化

ＩＲは、目的ではなく手段

•志願倍率

•就職率

•授業満足度、ＧＰＡ 等々

教学

•研究業績 等々学術

•地域医療貢献（外来者数）

•地域芸術文化発展（入館者数）

•低炭素社会対応 等々

社会貢献

•ﾕｰｻﾞｰ満足度

•業務改善

•経営資源配分最適化 等々

運営基盤

５
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★
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
策

定
・
的
確
な
優
先
順
位
、
目
標
に
対
す
る
時
間
軸

、
実
施

範
囲

の
明

示
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方

向
性

の
設

定
→
実
効
性
あ
る
施
設
管
理
計
画

（
施

設
運

用
計

画
＋
施
設
修
繕
計
画
）
作
成

①
施
設
運
用
計
画

新
設
、
再
配
分
、
経
費
等
に
関

す
る
計

画
②
施
設
修
繕
計
画

中
長
期
に
わ
た
る
改
修
・
修
繕
計

画

・
施
設
の
内
外
装

・
建
築
設
備
等
の
老
朽
・
劣
化
状
態

・
耐
震
性
能
等
既
存
施
設
の
基
本
性
能

・
教
育
機
能
・
研
究
機
能
・
生
活
機
能

・
車
・
自
転
車
等
利
用
状
況

・
道
路
等
の
交
通
状
況

・
広
場
利
用
状
況

・
樹
木
の
分
布
状
況

・
日
常
及
び
災
害
時
の
安

全
に
係
る
施

設
面
の
現
状

・
実
験
室
等
の
安
全
衛
生
に
係
る
現
状

・
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
、
化
学
物

質
等
の

廃
棄
物
量

・
環
境
物
品
等
の
調
達
状
況

・
要
修
繕
箇
所
の
改
善
・
解
消
の
た
め
の

課
題

・
（
施
設
利
用
者
の
要
望
を
踏
ま
え
つ
つ
）

機
能
・
美
観
・
快
適
性
等
の
質
の
向
上

に
つ
い
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
（
特
に

教
育
機
能
）

・
生
活
機
能
面
か
ら
の
課
題

・
屋
外
環
境
を
含
め
た
総
合
的
な
キ
ャ
ン

パ
ス
環
境
の
形
成
に
係
る
課
題

・
全
学
的
な
利
用

・
多
目
的
な
利
用
推
進

・
利
用
効
率
を
踏
ま
え
た
ス
ペ
ー
ス
の

配
分
方
法

・
活
動
状
況
か
ら
必
要
ス
ペ
ー
ス
、

安
全
性
等
維
持
ス
ペ
ー
ス

・
学
習
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
課
外
活
動
ス
ペ
ー
ス

・
長
時
間
滞
在
時
必
要
ス
ペ
ー
ス

・
（
利
用
者
の
要
望
及
び
経
営
的
観
点

を
踏
ま
え
つ
つ
）
教
育
研
究
環
境
の

維
持
･管

理
運
営
費
用
の
配
分
状
況

・
日
常
的
修
繕
費
及
び
大
規
模
改
修

工
事
を
踏
ま
え
た
総
合
的
観
点

・
既
存
施
設
要
修
繕
箇
所
の
解
消
の
た
め

の
必
要
額

・
改
修
･修

繕
費
、
光
熱
水
費
、
点
検

保
守

費
、
清
掃
費

・
優
先
順
位
に
基
づ
く
修
繕
実
施
状
況

(教
育
・
管
理
運
営
方
針
等
を
踏
ま
え
)

・
教
育
研
究
活
動
状
況

・
講
義
室
等
教
育
・
学
習

施
設
使
用
状
況

・
研
究
施
設
使
用
状
況

・
施
設
過
不
足
状
況
、
利
用
効
率
等

・
教
育
内
容
、
方
法
に
応
じ
た
機
能
確
保

・
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
機
能
確
保

(視
聴
覚
設

備
等

情
報

機
能

、
多

様
な
活

動
支

援
の
た
め
の

機
能

）

・
利
用
者
の
利
便
性
、
実
験
材
料
の
搬
出
入
、

情
報
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
等
の
観
点

・
機
材
入
替
の
た
め
の
動
線
確
保
、
設
備
等
の

変
化
を
見
据
え
た
柔
軟
性
、
拡
張
性

・
情
報
機
能
の
充
実
等
施
設
の
高
機
能
化

・
学
生
、
教
職
員
等
施
設
利
用
者
の
活
動
支
援

・
障
害
者
、
留
学
生
、
社
会
人
等
広
範
囲
な
年
齢

層
、
男
女
共
同
参
画
の
観
点

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
計
画
的
、
段
階
的

に
導
入

・
外
国
人
研
究
者
と
の
交
流
の
場

・
緑
地
、
広
場
、
駐
車
場
、
駐
輪
場
等
屋
外
環
境

・
実
験
室
の
運
用
方
針
、
化
学
物
質
の
管
理

体
制

・
外

壁
落

下
、
薬

品
棚

転
倒

等
施

設
起

因
事

故
防

止

・
災
害
、
停
電
、
断
水
等
事
前
対
策
、
事
後
対
応

・
防
犯
対
策
（
危
険
物
等
盗
難
、
情
報
漏
洩
、

夜
間
利
用
）

・
利
用
人
数
、
利
用
形
態
に
柔
軟
に
対
応

、
稼
働

率
向
上

・
講
義
室
空
き
時
間
活
用
、
夜
間
活
用
等

施
設
の

多
様
な
運

用
方
法

・
共
用
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｽ
の
確
保
及
び
他
の
ス
ペ
ー
ス
と
の
構
成

比
率
検

討
・
研
究
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｽ
の
共
同
利
用
、
集
約
化

・
学
生
・
教
職
員
生
活
支
援
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｽ
確
保

(食
堂

、
ﾘ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
、
交

流
、
課

外
活
動

)

・
新
増
築
コ
ス
ト
目
標

・
既
存
施
設
要
修
繕
箇
所
解
消
に
か
か

る
コ
ス
ト
目
標

・
建
物
用
途
毎
の
維
持
管
理
等
の
コ
ス
ト
目
標
(平

準
化

に
配
慮
し
た
目
標

設
定
)

・
光

熱
水

費
削

減
目

標
(省

エ
ネ
ル

ギ
ー
対

策
)

現
状
の
把
握

課
題
の
抽
出

目
標
設
定
の
考
え
方

★
考
え
方
→
教
育
研
究
機
能
、
施
設
の
長
寿

命
化

に
配

慮
、
優

先
順

位
を
付

し
維

持
管

理
実

施

①
施

設
の

機
能

の
維

持
・
向

上
・
研

究
室

の
高

機
能

化
（
情

報
化

対
応

二
重

床
設

置
等

）
・
改

修
を
前

提
と
し
た
構

工
法

等
の

検
討

・
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
(障

害
者

用
E
V
・
W
C
、
段

差
解

消
、

留
学
生
用
サ
イ
ン
、
Ｗ
Ｃ
数
・
配
置
検
討
)

②
安

全
の

確
保

・
耐
震
性
の
確
保
、
施
設
内
外
危
険
箇
所

解
消
、
実
験
機

器
等

耐
震
措
置
、
非
常
用
電
源
確
保

・
化
学
物
質
の
確
認
、
特
殊
ボ
ン
ベ
確
認
、
安

全
教
育

・
鍵
管
理
、
夜
間
照
明
等
防
犯
対
策

③
環

境
へ

の
確

保
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化
、
環

境
物
品

等
の
調

達
推
進

★
考

え
方

→
教

職
員

・
学

生
の

ス
ペ
ー
ス
占

有
意

識
の

排
除

限
り
あ
る
資
源
配
分
調
整
と
意
志
決
定
を

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
し
て
実
施

①
施

設
の

確
保

・
同
種
用
途
、
同
種
機
能
の
室
の
集
約
化

・
快
適
性
・
利
便
性
向
上
の
た
め
の
複
合
施
設

の
計
画

・
研
究
内
容
変
化
対
応
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

確
保

・
適

切
な
設

備
ス
ペ
ー
ス
検

討
②

施
設

の
運

用
・
学

内
情

報
シ
ス
テ
ム
の

活
用

・
不

用
機

器
の

整
理

・
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
制

の
検

討
③

学
外

施
設

の
活

用
・
時
限
付
き
、
期
間
限
定
、
学
外
向
け
施
設

、
福
利

施
設
等

に
お
け
る
学

外
施

設
活

用
の

検
討

★
考

え
方

→
最

小
投

入
費

用
で
最

大
効

果
必
要
経
費
の
適
切
な
確
保
、
外
部
委
託

業
務

及
び
適

切
な
委

託
料

検
討

①
運

営
費

交
付

金
の

学
内

配
分

・
施
設
管
理
経
費
の
包
括
的
確
保
、
一
元

的
管
理

・
プ
リ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

確
実

な
実

施
②

多
様

な
財

源
の

確
保

・
競

争
的

資
金

の
間

接
経

費
の

活
用

・
利

用
者

負
担

に
よ
る
駐

車
場

の
整

備
、
維

持
管

理
③

適
切

な
施

設
規

模
等

の
設

定
・
取
り
壊
し
を
含

め
た
検
討

・
管

理
運

営
に
必

要
な
財

源
確

保
・
施
設
の
建
設
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
分
析

④
多
様
な
コ
ス
ト
縮
減
の
方
策

・
業
務
の
外
部
委
託
検
討
、
省
エ
ネ
対
策

費
を
賄
う
契
約

・
独
立
採
算
型
P
F
I導

入
等
民
間
資
金
導
入

の
検
討

、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
周
辺
地
域
の
人

々
の
協

力

ク オ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト ス ペ ー ス マ ネ ジ メ ン ト コ ス ト マ ネ ジ メ ン ト

教
育

・
学

習
施

設
と
し
て
機

能
確

保

研
究

施
設

と
し
て
機

能
確

保

環
境

へ
の

配
慮

生
活

機
能

の
向

上

安
全

の
確

保

教
育
・
学
習
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

生
活
の
場
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

研
究
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

○
実
施
体
制
等
の
確
立

・
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
実

施
体

制
の

構
築

・
実
務
的
な
体
制
づ
く
り

・
施
設
利
用
者
の
要
望
に
適
切

に
対

応
で
き
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
(管

理
担

当
者

、
施

設
管

理
者

、
施
設
整
備
担
当
者
)

・
有
資
格
者
の
配
置
、
安
全
衛
生
管
理

体
制
構

築

○
施
設
に
係
る
情
報
管
理

・
土
地
建
物
に
関
す
る
基
礎
的

情
報

・
改
修
・
修
繕
履
歴
、
用
途
毎
の
面
積
と
稼

働
状

況
、
実
験
機
器
・
備
品
等
・
施
設
に
係
る
コ
ス
ト

の
一
元
管
理

・
教
育
・
学
習
・
課
外
活
動
ス
ペ
ー
ス
の

情
報

提
供

及
び
予
約
シ
ス
テ
ム

○
規
程
の
整
備

・
学
内
規
程
の
整
備
(整

備
方
針
・
運

用
方

針
)と

学
内
周
知
(保

存
部
分
と
変
化

対
応

部
分

の
区
別
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
環
境
維
持
、
施
設
配

分
方
法
等
)

○
管
理
運
営
コ
ス
ト
の
情
報
公
開

・
支
出
額
の
学
内
周
知
、
積
極
的
な
情
報

公
開

・
単
位
毎
の
使
用
料
金
学
内
公
表
、
省

エ
ネ
の

理
解

佐
賀
大
学

大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン

（H
1
5.
8
知
の
拠

点
-
大
学
の
戦
略

的
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
要

約
・
引
用
）

・
廃
棄
物
の
管
理
、
環
境
負
荷
低
減
目
標
設
定

(I
S
O
1
4
0
0
1
､再

生
資

源
活

用
、
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞｰ
削

減
)

ア
ウ
ト
カ
ム

実
施
方
策
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）

具
体

策
推
進
策

・
就
職
率

・
Ｇ
Ｐ
Ａ
成
績

・
退
学
率

・
留
年
率

・
休
学
率

・
学
生
発
表
論
文
等
数

・
企
業
か
ら
の
求
人
数

・
授
業
満
足
度

・
志
願
倍
率

・
研
究
業
績
（
著
書
、
原
著

論
文

、
国

際
会

議
発

表
数
等

）
・
論
文
引
用
数

・
特
許
保
有
・
利
用
状
況

・
学
会
役
員
へ
の
就
任
状
況

・公
開

講
座

受
講

者
の
満

足
度

・セ
ミ
ナ
ー
開
催

時
の
修

了
者

率
・産

学
官

連
携

施
設
の
学

外
者

利
用

者
数

・技
術

移
転

・起
業

化
の
状

況
・留

学
性

の
学

位
取

得
率

、
就
職

率
・海

外
か
ら
の
講
演
・シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム ・ユ
ー
ザ
ー
満

足
度

・業
務

改
善

（効
率

化
）

・経
営

資
源

配
分

最
適

化

○
施
設
利
用
者
の
啓
発

・
整
理
整
頓
５
Ｓ
活
動

・
利
用
者
の
理
解
・
協
力

④
佐

大
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

考
え
方

yamagut
タイプライターテキスト
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